
新型コロナウイルス感染症

岐阜市「第６波」感染拡大阻止宣言

1月21日(金)～
2月13日(日)

岐阜市の対策
危機意識の醸成

⚫市の公式ホームページや、SNSなどを通じて、感染防止対策徹底の呼びかけを実施。

飲食店等への時短要請（県全域）

⚫ まん延防止等重点措置期間は、飲食店等の営業時間は5時から20時までとなること、
酒類は終日提供しないことを、飲食店に周知徹底。
そのうえで、各飲食店等が時短要請に応じられているか確認。

ワクチン追加接種（3回目接種）の前倒し

⚫ ワクチン追加接種の前倒しに向けた計画の見直しを実施。

高齢者・障がい者施設の従事者に対する予防的検査

⚫重症化リスクのある高齢者・障がい者への感染を防ぐため、
高齢者・障がい者施設の従事者に対し予防的検査を実施。

感染急拡大時の感染者への対応

⚫陽性者には、速やかに保健所から連絡し、陽性となられたことによる不安を解消。

⚫ オール市役所でマンパワーを総動員し、
県と連携しながら、陽性者のフォローアップを確実に実施。

イベント、市有施設の対応

県の要請により

⚫市、指定管理者主催のイベント・講座については、
可能な限りオンライン又は中止・延期・無観客で開催。
※チケット販売済み等の場合は、入場者半減など感染防止対策を徹底し開催。

⚫市有施設は、屋内外問わず、原則夜８時以降閉館。

＜現在起きていること＞

• 30代以下の若い世代で感染が拡がり、全感染者の７割を超えている。

• 医師や看護師、救急隊員が感染者や濃厚接触者となり、医療現場や救急搬送に影響。

• 子ども達の中で感染が拡がり、小学校や幼稚園、こども園、保育園が閉鎖。

• 閉鎖により、エッセンシャルワーカーを含め働く世代が出勤できない状況となっている。

＜今後、さらに感染者や濃厚接触者が増加すると＞

社会・経済の基盤となる様々な領域の機能が低下。

⚫ 皆様の生活や、社会・経済を守るため、

一人ひとりの感染防止対策の徹底をお願いします。

⚫ 感染急拡大による社会・経済の機能の低下を防ぐため、

本市として下記の対策を実行します。

令和４年１月２１日 岐阜市長 柴橋 正直

＜感染しない！感染させない！ための基本的感染防止対策＞
「マスクの着用」、「手指衛生」、「こまめな換気」、
「密回避」、「体調不良時の行動ストップ」


